
 

 

～ 日本海難防止協会シンガポール連絡事務所発SRO news ～ 

（Ref No：21－030） 

 

１ パラオの酋長会議（Council of Chiefs）は、パラオでのオンライン・ギャ

ンブル創設に反対する書簡を上院議員に送付した。パラオではギャンブル創設

に関する法案が 2013、2014 年、2020 年そして今年と度々提案されており、酋

長会議はその都度反対する書簡を上院議員に送付している。 

原文 

（19th October 2021, Island Times） 

 

２ パラオで 8 月の入国者数が 1,163 人となり、2020 年 3 月の国境閉鎖以降最

大となった。今年 4 月に始まった台湾とのトラベルバブルによる毎週の定期運

航やグアムとのワクチン接種者の往来開始により、入国者数は 6 月が 82 人、7

月が 294 人と着実に増加している。入国者数の増加により、グアムとの毎週の

定期運航数を増やすことも検討中だ。台湾製ワクチン Medigen 接種者も受け入

れることになり、台湾からの到着数も増えると予想されている。 

原文 

（22nd October 2021, Island Times） 

 

３ パラオ海洋保護区が設定されてから 6周年を迎えた。 

原文 

（26th October 2021, Island Times） 

 

４ ミクロネシア連邦パニュエロ大統領に対する Radio NZのインタビュー（①

気候変動の影響、②豪州及び NZの気候変動対応への評価、③深海採鉱に対する

立場、④海洋環境への脅威（回答に IUU 漁業対策や日本による支援を含む）、

⑤及び⑥太平洋諸島フォーラムからの撤退と引き止めに関する見解、⑦太平洋

地域で一致した行動がとれない危険はあるか、⑧外部の大国による太平洋にお

ける地政学的競争に対する見解、⑨COVID-19の影響）について 

原文 

（21st October 2021, Radio NZ） 

 

５ ミクロネシア連邦のパニュエロ大統領は、テレグラフ紙とのインタビュー

で、「人類を救うことが最優先で、世界中で行われる地政学的競争よりもはる

かに重要だ」と述べ、気候変動対策において米国と中国が「協力・リード」す

るよう呼び掛けた。 

原文 

（25th October 2021, PACNEWS） 

https://islandtimes.org/council-of-chiefs-forbids-online-gambling-again/
https://islandtimes.org/august-see-highest-increase-in-visitors-since-pandemic-was-declared/
https://islandtimes.org/pnms-celebrates-its-6th-anniversary/
https://www.rnz.co.nz/international/pacific-news/453893/ten-questions-micronesia-s-president-david-panuelo-fronts-up
https://pina.com.fj/2021/10/25/china-and-u-s-must-cooperate-to-stop-pacific-islands-from-sinking-urges-micronesia-president/


 

６ オーストラリアからミクロネシア連邦（FSM）へ供与予定のガーディアン

級巡視船 FSS Tosiwo Nakayama が進水した。2022年 3月に正式に引き渡され、

FSMには 4月に到着する予定。就役時の乗組員も選ばれており、1月にオースト

ラリアへ渡って慣熟訓練を受ける。また、2 隻目の新巡視船も 1 月に進水する

予定。（※SRO News 21-023参照） 

原文 

（20th October 2021, Kaselehlie Press） 

 

７ ミクロネシア連邦（FSM）のポンペイ州は、FSM との協議を経て、外地から

帰国する人達のための航空便について、一月に 1便（最低でも 21日の間隔を空

けて）までとし、1 便における人数を 50 名までとした。手続きを示したフロー

チャートによると、グアムに送られた帰国者リストに基づき、帰国予定者はま

ずグアムで 14 日間（実際には 10 日間の場合が多い）指定施設での隔離となり、

7日目と出発前 72時間以内に検査を実施、FSM到着後に再び指定施設で 14日間

（実際には 7日間の場合が多い）の隔離となる。 

原文 

（20th October 2021, Kaselehlie Press） 

 

８ ソロモン諸島では、政府がワクチン接種率の目標を 90％としているが、2

回接種が完了した人はその 12％にとどまっている。ソガバレ首相は大多数がワ

クチン接種するまで国境開放はありえず、現在の週 7 千回接種では、90％の目

標を達成するのに 17 カ月かかることから、2023 年 3 月まで国際往来を再開す

ることはできないと述べ、ワクチン接種率を週に 2 万回に増やし、政府が来年

6月に国境を再開できるようにしたいと述べた。 

原文 

（22nd October 2021, Radio NZ） 

 

９ 中国は太平洋諸島フォーラム（PIF）事務局に年次の資金寄付 108万ドルを

提供した。中国は 1990年から PIFの対話パートナーで、貿易、投資、観光及び

人的交流の二国間協力を支援するための中国・PIF協力基金（The China – PIF 

Cooperation Fund）が 2000年に設立された。 

原文 

（19th October 2021, Pacific Islands Forum） 

 

10 第 1 回中国・太平洋島嶼国外相会議がオンラインで開催され、キリバス、

フィジー、トンガ、ニウエ、パプアニューギニア、バヌアツ、ミクロネシア連

邦、ソロモン諸島、サモアの外相らと太平洋諸島フォーラムの事務局長が会議

に出席した。 

中国の王毅外相は太平洋の COVID-19対策のための基金を創設すると発表し、

また、二国間経済協力について、参加した太平洋地域の 10か国全てと一対一路

イニシアチブに関する協力文書に署名したと述べた。さらに、漁業協力と開発

https://www.rnz.co.nz/international/pacific-news/453911/slow-vax-rates-could-see-solomons-borders-closed-until-2023
https://www.forumsec.org/2021/10/19/peoples-republic-of-china-provides-annual-development-cooperation-funding-to-pacific-islands-forum-secretariat/


に関するフォーラムが年内に開催されると述べた。会議に出席した太平洋の外

相らは、中国の長年の支援と開発に感謝するとともに、一つの中国の原則を堅

持し、中国の核心的利益の保護について中国を支持すると繰り返し述べた。 

原文 

（22nd October 2021, China Global Television Network） 

 

11 オーストラリアの保健相は、同国でのアストラゼネカ製ワクチンの生産を

行っている企業と、政府が現在契約している 5,100 万回分をもって更新しない

ことを確認した。同社は来年初めに生産を完了する予定。これまでにオースト

ラリア人には約 1250万回のワクチン投与が行われた一方、太平洋や東南アジア

の国々には 350万回以上の投与が行われているが、豪政府は国外へ合計 4000万

回分のワクチンを送ることを約束しており、その「かなりの部分」が生産予定

のアストラゼネカ製から割り当てられるだろうと専門家は述べている。一方、

援助市民団体は、COVID-19 が世界を脅かし続けている間、政府が生産を終了す

ることは理解できないと反対をしている。 

原文 

（14th October 2021, Australian Broadcasting Corporation） 

 

12 ニュージーランド（NZ）は COP26 に向け、気候変動対策として、4 年以上

に渡り 13 億 NZ ドル（920 万ドル）のコミットメントをした。以前のコミット

メントは 3 億 NZ ドル（2 億 1,200 万ドル）であった。約半分が太平洋の気候緩

和への取り組みに充てられ、NZ の援助プログラムの一部として管理し、残りは

世界とのパートナープロジェクトや、緑の気候基金のような多国間機関での

様々なプロジェクトを経由するとした。 

原文 

（18th October 2021, PACNEWS） 

 

13 シンガポール海事港湾庁（MPA）は、同国の海事分野の研究開発計画の重

要な役割を担うとして、Singapore Maritime Institute（SMI）に今後 5年間で

5930万ドルを追加拠出する。SMIは設立以来 10年間で 110を超え研究開発プロ

ジェクトを支援し、300 人を超える科学者、エンジニアを養成している。シン

ガポール運輸相は、資金提供により、SMI は次世代港、スマートシッピング及

びグリーンテクノロジーに焦点を当てた世界有数の海事研究の中心としてシン

ガポールの成長を追求し続けることができると述べた。 

原文 

（14th October 2021, Seatrade Maritime） 

参考：MPA プレスリリース（リンク参照） 

 

14 シンガポールと国際水路機関（IHO）は、10月 26日、Joint IHO–Singapore 

Innovation and Technology laboratory を設立した。パイロットプロジェクト

として、IHO S-57電子海図から IHO S-101電子海図への自動変換調査、及び港

https://news.cgtn.com/news/2021-10-21/China-to-create-fund-to-help-Pacific-Island-countries-defeat-COVID-19-14xy6P8oSKA/index.html
https://www.abc.net.au/news/2021-10-14/opposition-aid-groups-urge-government-extend-csl-astra-zeneca/100539494
https://pina.com.fj/2021/10/18/nz-commits-1-3bn-to-climate-change-aid/
https://www.seatrade-maritime.com/technology/singapore-commits-593m-funding-maritime-research-institute
https://www.mpa.gov.sg/web/portal/home/media-centre/news-releases/detail/e2b69eb8-6602-4d83-8408-af1ee1b28344


湾と水路当局間の情報交換を改善するためのデジタルインフラストラクチャ開

発を行う予定。 

 シンガポールの運輸担当上級国務大臣は同ラボ発足に当たってのスピーチで、

国際協力の重要性に触れ、その例として 2005年に実用化されたマラッカ・シン

ガポール海峡の最初の公式航海用電子海図は、沿岸 3 国の水路担当省庁が協力

して、海上保安庁及び日本財団の技術的アドバイスを受けつつ共同で作成され

たものだと述べた。 

原文 

（26th October 2021, Maritime and Port Authority of Singapore） 

原文 

（26th October 2021, Ministry of Transport） 

 

 

https://www.mpa.gov.sg/web/portal/home/media-centre/news-releases/detail/662cb431-6e39-49b0-a2c9-75c67e5c63bf
https://www.mot.gov.sg/news-centre/news/Detail/remarks-by-senior-minister-of-state-for-transport-mr-chee-hong-tat-at-the-launch-of-the-joint-international-hydrographic-organisation-(iho)-singapore-innovation-and-technology-laboratory


 



 


